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つば   くろ 

中
部
山
岳
国
立
公
園

〜
燕
岳
（
つ
ば
く
ろ
だ
け
）
〜

 

［
中
信
署
］
松
本
市
の
北
西
に
位
置
す
る
安
曇

野
市
（
合
併
前
穂
高
町
）
の
中
房
国
有
林
に

は
、「
燕
岳
（
二
、七
六
三
㍍
）
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
燕
岳
の
名
前
は
、
春
の
雪
形
が
ツ
バ

メ
に
似
て
い
る
こ
と
が
由
来
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

燕
岳
登
山
口
へ
は
、
水
力
発
電
所
の
そ
ば
を

通
り
、
中
房
渓
谷
風
景
林
の
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の

天
然
林
や
カ
ラ
マ
ツ
特
別
母
樹
林
を
過
ぎ
て
た

ど
り
つ
き
ま
す
。
登
山
口
に
は
、
中
房
渓
谷
か

ら
引
湯
し
て
い
る
日
帰
り
温
泉
が
あ
り
下
山
者

の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

登
山
道
は
、
北
ア
ル
プ
ス
三
大
急
登
の
ひ
と

つ
、
合
戦
尾
根
を
越
え
て
い
き
ま
す
。
一
気
に

登
る
と
大
変
で
す
が
、
コ
ー
ス
途
中
に
は
休
憩

用
の
ベ
ン
チ
と
売
店
も
あ
り
、
危
険
な
場
所
が

比
較
的
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
登
山
初
心
者

の
方
や
学
校
登
山
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

燕
岳
周
辺
は
花
崗
岩
独
特
の
岩
の
景
観
が
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
、
ハ
イ
マ
ツ
帯
の
緑
と
白
い

山
肌
に
生
育
し
て
い
る
コ
マ
ク
サ
の
ピ
ン
ク
も

登
山
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
付
近

に
は
山
小
屋
が
あ
り
、
山
頂
付
近
で
過
ご
さ
れ

る
方
や
、
縦
走
す
る
登
山
を
さ
れ
る
方
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

燕
岳
は
大
天
井
岳
か
ら
槍
ヶ
岳
へ
縦
走
す
る

表
銀
座
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
も
あ
り
ま

す
。
も
し
か
す
る
と
、
コ
ー
ス
の
途
中
で
天
然

記
念
物
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
出
会
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

餓
鬼
岳
や
常
念
岳
、
槍
ヶ
岳
な
ど
へ
の
縦
走

登
山
や
、
山
頂
付
近
の
、
コ
マ
ク
サ
の
群
生
地

や
高
山
植
物
、
そ
び
え
る
山
々
の
景
色
を
楽
し

ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

☆
ア
ク
セ
ス
方
法
（
燕
岳
登
山
口
）

◎
自
家
用
車　

　

�

豊
科
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
一
四
七
号
を
経
て

燕
岳
・
中
房
方
面
へ
。

　

�

お
車
は
、
登
山
者
無
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

＊�

県
道
中
房
線
（
通
称
）
は
、
十
二
月
上
旬

〜
四
月
下
旬
ま
で
冬
期
間
閉
鎖
で
す
。

◎
電
車　

　

�

Ｊ
Ｒ
大
糸
線
「
穂
高
駅
」
下
車
し
、
乗
合
い

の
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

槍ヶ岳を後方にハイマツ帯に立つライチョウ 稜線からの燕岳

コマクサ


